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HCG運営委員長挨拶

岸野文郎(大阪大学)

インタ-ネノトの爆発的普及に代表されるように,生活に

必要なあらゆる情報がディジタル化され.高速のネyトワー

クで接続され,世界中の誰もが利用できる高度情報社会が急

激に進展しつつあります.情掃弱者を作らず全ての利用者が

これらの情報を有効に利用できるようにするためには.人間

中心の,全ての人にとって優しく,使い易いシステムの構築

をE]指す必要があります.このようなシステムを構築するた

めには,メディア処理,ネノトワーク.情報理乱部品　材

料なと電子情報通信学会が関わる多岐の分野の技術を対象と

する必要があります　また,単なる技術だけでなく,従来は

電子情報通信学会の対象外と思われている心理学や社会学な

どを専門とする人掛こも積極的に参加してもらう必要があり

ます　このために各ソサイエティに横断的に,かつ他学会と

も自由に連携できるように, 6年前に電子情報通信学会の中

にヒューマンコミュニケーショングループ岬('G)が設立さ

れました.

具体的活勤として.他学会,他研究会でも｢人間的な｣あ

るいは｢人に優しい｣がキーワードになって.｢ヒューマン｣

を冠したものが多くなっており,これら学会,研究会と連携

を保ちつつ.以下の特色ある3研究会,及び第二種.第三種

の研究会を設けて活動を進めています.なお.福祉情報工学

研究会については.研究発表が活発化しており.関連研究会

のj'餌を得て,蘇-種研究会として更に活発に活動すること

となりました

●　ヒューマンコミュニケ-ション基礎研究会(HCS)

●　ヒューマン情報処理研究会(HIPJ

'マルチメディア1反想環境基礎研究会(MVEI

.福祉情報工学研究会(WrrH第二軌

.手話情報学研究会tSILEH第三軌

今後. lT (情報桔術)革命の進展に伴い,社会生活,経清

活動など広範な領域へ影響が及ぶことが想定され,電子情報

通信学会の活動分野として.従来の会員のみでなく.所謂文

系分野への拡大が期待されています　本グループはそのさき

がけとも捉えることができ.今後ともオープンで,柔軟な活

動を続けたいと考えています.メン/トが増え,ソサイエティ

化の機運が強まれば別途考慮することになるでし上う　また.

現状ではグループメンハ-としで登録したメリノトが,十分

に発揮されているとは言い掛､面もあると臥､ます　引き続

き関連ソサイエティのご協力を待て,ジョイントで論文特集号

を発行させていただくとともに.稽性的にインタ-ネットな

どを利用した情報発信を工夫して行きたいと考えていますの

で,皆様のご協力を従来にも増してよろしくお願い致します

HCGの活動状況について(紘)

編集担当

前号からHCGの各研究会の活動状況を紹介しております

が.今匝=ま,第-種研究会｢マルチメディア･仮想環境基礎

tMVE)｣と第三種の研究会｢手話情報学研究会｣の2研究会

の活動状況を御紹介致します.

マルチメディア･仮想環境基礎(MVE)

幹　事　河野隆志(NTT)

ヒュ-マンコミュニケーショングループの1つであるマル

チメディア･仮想現場基礎研究会はマルチメディア環境技術

及び仮想環境技術に関わる基礎的諸問題.将来の展望,各要

素柁補間相互の関連を研究し,マルチメディア･仮想環境技術

を整理していくことを主たる目的としています　このように

本研究会の対象としている研究分野,技術分野は大変幅広く

多岐にわたっています　ここでは仮想環境技術について,本

研究会の一月であるNTTサイバースペース研究所の最新の

取り組みを通し. MVE研究会で取り扱っている研究の一端

に触れて頂きます

サイパ-スペ-ス研究所では遠屑地にいる人々があたか

も同じ場所にいるような感覚を得られる環境をE]指して,投

入できる多面ディスプレイを表示装置とするクライアント
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を共有空間で結ぶプラットフォームGAVATM (Gene,atlOn

and AcceleratlOn ellVlrOnment for Vlrtual and AugmeT)ted

reallty COmmuntCatlOrL)の開発を行っています　その内容を,

仮想空間共有技術,入出力インタフェース技術,分身表現技

術に分けて説明します

○仮想空間共有技術

･身体の動きの伝送･共有

ちょっとした仕草などのノンバーバルな情報はコミュニケー

ションにおいて重要になることがあります　そこで利用者の

身体の動きを伝適し,仮想空間で共有できるようなコミュニ

ケーション環境を開発しました　利用者の動作はセンサで測

定し,分身の動きとして伝達する　まず.利用者の動きを杷

掘するため,位置　方向を検出できる磁気センサを頭取　両

梶,背中に装著します.利用者の頭部に装着したセンサより

身長を推定L.仮想空間の分身の身長を利用者に合わせます.

分身の姿勢についてはセンサをつけた部位の位置･方向から

インバースキネマテイクス(TI()を偉い予測しています　そ

の計算結果を各クライアントに仮想空間管理サーバを通して

分配することにより,分身の動作を共有することができます

図1はこの分身を含めた仮想空間の共有の場面です

図1 -仮想空間の共有場面

･多地点高臨場感音声システム

遠隔地間をネノトワ-クで接続した仮想空間音声通信では,

誰が発話しているかといった話者認謎に加え,発話者に対す

る笑いや拍手等による場の雰囲気を同時に共有することが円

滑な会話につながります. WebSDulldはこのような多地点間

での昔による場の共有環境において.直感的に話者詑織がで

きるよう,利用者の音声を高品質に伝送し.定位させていま

す.また.多人数でも遅延が少なくかつ一定にすることによ

り,円滑でより自然な会話をめきしています

○入出力インタフェース

･足を使ったインタフェース

仮想空間内のゾェスチヤや作業に使われる手への負担を軽

減するため,足を使った移動インタフェースを試作しました
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図2のように足袋に曲げセンサを付け.足の関節の曲げを計

測し,その結果を操作に割り当てます　移動操作の割り当て

はそのやり易さを考席し,足首を前に曲げたときに前進し,

左右で曲げ角が大きい方にB]転するようにしています

･風圧を使った力党提示

仮想空間内での臨場感を高めるため.風圧により力党姥示

が可能なことを物理モデルで示し,プロトタイプシステムを

作成しました　このンステムでは仮想空間に存在する物体と

の接触をフォースフィードバンクで表示するf.:め,エアポン

プからの風量を電圧でコントロールし,その風を受ける物体

を用意し.その物体の位置を磁気センサにより検出すること

により,仮想空間上の接触判定オブジェクトに連動させ,仮

想空間上の接触オブジェクトとぶつかると風が発生する仕組

みです　図3はこのシステムを利用した河童たたきのゲーム　　′一･､

の1場面です.

図2●足を使ったインタフェース

図3　風圧を侍った力覚碍示

･二次元位置計測

屋内においてユーザの立っている位置をリアルタイムに計

測する二次元位置計測システムを開発しました　/ステムと
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しては,固有のlDナンバーを持ったRFIDタグを埋め込んだ

タイルと,アンテナを埋め込んだ靴から構成されます.タイ

ルを床に敷き詰め,靴を履いたユーザがタイル上を歩きます

アンテナに受信されたタグの固有のIDナンバーと予め作成さ

れたIDナンバーと空間のマノビング情報を元に,ユーザの位

置を割り出します　アンチコ1)ジョン機能をもったRFIDタ

グを使用することで.ユ-ザの位置測定の空間解像度をあげ,

また.複数のユ-ザが接近して存在する場合でもそれぞれの

ユーザの位置を同時に計測することを可能にしました　応用

例として可搬型仮想空間表示装置を用いたく歩き>動作によ

る仮想空間ウオークスルーを実現しました(図4)ユーザ

の装着しているlJMDには仮想空間が表示され,ユ-ザの位

置の移動に従って表示仮想空間の根占が切り替わるというも

のです

RFIDタグを埋め込んだタイル

図4.二次元位置計測システム

入刀画像

生成さかたOD人物在自モデル

だ〉?…遷

図5. FaccMaLkelTMでの処理例

○分身表現技術

･ 3次元人物顔画像モテル作成システム

利用者が自分に似せた3次元人物頓モデルをリアルタイム

に作成することができる3次元人物顔画像モアJレ作成ンステ

ムFaceMake.TMを開発し,このモデJレを使って自分の顔を

持つ分身を介したコミュニケーションを行うことができる3

次元仮想空間共有を実現しました　本システムは, 3次元仮

想空間で広角度･遠距離から他の参加者の分身を見て誰であ

3-

るかわかること,かつ汎用的な衷匿を解いて誰でもその場で

簡単に顔モデルを作成できることを目的としています　その

ため3次元モデルとしての正確さは相手を紙別可能な程度に

とどめ,リアルタイムに顔モデルを作成できることが最重要

であると考えました.実際に複数の利FFf者について顔モデル

を作成した結果,良好な処理時間を得たと同時に,両目とロ

の位置の指定だけの簡単な操作で十分自然に見えるモデルを

作成できることがわかりました

手話情報学研究会(siIJE)

委員長　神田　和幸(中慕大)

皆さん,御iEEE沙汰Lておりました　旧姓｢手話工学研究会｣.

名を改めまして｢手話情報学研究会｣ (第三種研究会)の通

称SILEです.昨年度は工学院大学八王子校舎を皮切りに国

立妙高少年自然の家における日本手話学会およびヒューマン

インタフェ-スシンポジウム99 (大阪大学)との共催.岩手

県立大学,ヒューマンインタフェース学会研究会(工学院大

辛) ,電子情報通信学会第二種研究会福祉情報工学研究会(工

学院大学)との共催により,合計5回の研究会を開催しまし

た　また, 1999年度, sIGNDEXワーキンググループは2回

の合宿を含む計8回の会合をもって例文作成作業を行ないま

した　さらに並行して.手話例文の記述法の開発.研究を行

ないsTGNDEXVつとしてその一部を発表しました

サインデノクス(sIGNDEXIとは,当研究会が検討を垂れ
-つの手話形に対して一つの｢ラベル｣を付与したものです

いわば手話の形から引く辞書の見出し語です　手話の動きの

ひとまとまり(手話語　音声言語の単語に近い)に対して日

本語に引きずられない共通ラベルを付けました. B]際的電子

ネノトワーク時代に通用する形式となっています　$1GNDEX

V2は次のように主な特徴を持っています

発音記号のように手話の動きを記述するものではない

言葉の情報として重要な顔の表情情報などの非手指表

現(Noll Mal一llaI Slgllals)が記述できる

手の動きと非手指表現の同時的動作が記述できる

特殊記号を用いないので,汎用のP(コで取り扱える

線粂(1次元)的にも記述できる

電子化時代の標準的記述体系　S(JML系と整合する

2000年度は5匝】の研究会の開催を計画しています.さらに

RIGNDEXの考え方を国際学会で発表し.国際的な普及を目

指しております

只IGNDEX記述法の詳細については下記のホ-ムペ- /'で

公開しております　また,研究の成果は逐次公開していきま

すのでご参照ください.

当研究会では.各方面の研究者の方々にも精榛的に参加し

ていただきたいと思っております.参加希望なとのお問い合

わせは下記までお願いいたします

sl)e-Jlmu(包lCSd4 tj ChlbaL-ll aL Jp

hいp //Badl lCSd4りchlba-u acJp/SILE hlml
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平成11年度HCG大会ご報告

川嶋絵美(はこだて未来大学)

平成11年度のヒュ-マンコミュニケ-ションケル17'(tTCG)

大会は平成12年3月21 B. 22日の両日にわたって機械振

興会鰍二おいて開催されました　H(lS. Hip, MVEの3研

究会から合計28件の研究発表のほか.初日の後半にはHCG

セミナーを開催いたしました

ここでは今回のセミナーの概要をご紹介いたします　今年

度は情報通信にかかわる社会的課題として, ｢情報バリア7
1)-への取り組み一行政,規胤企業の立場から-｣がテー

マでした

ヒューマンコミュニケ-ショングJL,-プでは毎年多くの研

究者が情報バリアフリーにかかわる研究成果を報告しており

ますが,行政,現場,企業の実情や動向についての情報はな

かなか入手しにくいのが実情です　そこで今回のセミナーで

はさまざまな立場で憎軌バリアフリーに携わる3名の講師を

お招きし,技術者に向けに情報バリアフリーの現状を解説し

ていただきました.以下,その要旨をご紹介いたします

通産省医療.福祉機器産業

室の荒木由季子氏には行政の

立場から情報バリアフリーへ

の取り組みを紹介していただ

きました.｢超齢｣社会が進み

つつあるEl本では市場構造や

産業構造が変化するであろう

こと.また,福祉サービスの

広がりにともなって,｢特別な

機器設計によって日常生活動

作能力を確保しよう｣という

立場から｢共用品によって生
荒木由季子氏

晴の質を高めよう｣とする立場へパラダイムシフトが起きつ

っあることが報告されました　このパラダイムソフトにとも

なって現在行政が進めつつある｢障害者　高齢者等情報処理

機器アクセシビリティ指針｣の紹介と,福祉社会をめざした

産学官の連携体剛のあるべき姿についてお話がありました.

日本障害者協議会情報通信

ネノトワークプロジェクトの

面部英夫氏には｢パソコンボ

ランティア｣の活動紹介を通

じて,障害者を支援する体制

の重要性についてお話してい

ただきました　氏は,｢障害の

ある人にとってパソコンは

自立と社会参加へ可能性を拓

く決定的な道具｣であるが,悼

害の種別や程度環境にあわせ　　　　薗部英夫氏

で使いやすいものが必要であり,同時に｢困ったときに自転

車で駆けつけてサポートしてくれる｣ボランティアが不可欠

であることを強調していました

日立製作所情報機器アクセ

シビ1)ティ事業推進室の小揮

邦昭氏には企業で8年間にわ

たり情報バリア7T)一機等開

発に取り組んできた経験を紹

介していただきました　ALS

(筋萎縮性側索硬化症)患者さ

ん向けの意思伝達装置｢伝の

心｣の開発談を通じて.企業

と行政や現場との協力関係の

重要性が不可欠であるという

組織が報告されました.

今回のセミナーでは.研究者だけの議論では浮かび上がっ

てこない,福祉工学に関わる多くの課韻が理解できたように

思います　このような企画の重要性を痛感した次第です

l_･い言∴　~　T

lヒューマンコミュニケーション基礎(HCS)】

｡平成13年2月2日　九什大学｢顔｣

.平成13年3月21. 22日　HCG大会

【ヒューマン情報処理研究会(HIP)】

.平成13年2月2日,3日　九州大学｢旗とコミュニ

ケーションおよびヒューマン情報処理一般｣

'平成13年3月21,22日　HCG大会

[マルチメディア･仮想環境基礎研究会(MVE)】

.平成13年2月･32. 23EI ATl日京都剛日楽部)

｢マルチメディア. VR,ヒューマンファクタ,感性｣

.平成13年3月21. 22E] 71cc.大会

【福祉情報工学研究会(WIT)】
'平成13年3月8. 9El　工学院大学新宿校舎

【手話情報学研究会(SiI.E)】

.平成13年3月8, 9日　工学院大学新宿校舎

lHCG大会】

｡平成13年3月21. 22El　機械振興会館11(1S. HIP.

MVEの3研究会およびセミナーを開催

(HCG市民公開講座】
.平成11年3月4El　早稲田大学国際会議場｢ここ

まで人につきあってくれるl -コンピュータ新21世

紀-｣魅力的な講演とデモ展示　入場無料の予定

【関連する学会･ E]際会講】

●　平成13年8月22-25日IEEEl】一terllatlOllalCon-

fere.､ce｡n MulLlll､edla alld E叩0 (ICME200日　早稲

田大学　詳跡まhttp//www glt) WaSedaacJP/TOME

2001/を御覧下さい

研究会等の詳細につきましては学会誌会告を御覧下さい

また, HCGのホームページ

llttP //ww､V hal I u-tokyo a･cJP/llCg/mdex htnll

もぜひご参照下さい


